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親鸞 上・下 五木　寛之 大学教授のように小説を読む方法 トーマス・Ｃ．フォスター

Ｉｎｖｉｔａｔｉｏｎ 江国　香織 拮抗 ディック・フランシス
兇弾 逢坂　剛 マーシイ トニ・モリスン
花世の立春 平岩　弓枝 シャーロック・ホームズの大冒険　下 マイク・アシュレイ
夢ほりびと 池永　陽 ブラッド・メリディアン コーマック・マッカーシー

老人賭博 松尾　スズキ 螺鈿の四季 ロバート・ファン・ヒューリック

ブラック・ローズ 新堂　冬樹
後藤さんのこと 円城　塔
私の家では何も起こらない 恩田　陸 教授の異常な弁解 土屋　賢二
華日記 早坂　暁 閑居の庭から 細川　護煕
無量の光 上・下 津本　陽
城は踊る 岩井　三四二
張り込み姫 垣根　涼介 大臣 菅　直人
夕暴雨 今野　敏 グリーン資本主義 佐和　隆光
天地明察 冲方　丁 法隆寺を歩く 上原　和
自分なくしの旅 みうら　じゅん 漆の文化史 四柳　嘉章
鎌倉江ノ電殺人事件 西村　京太郎 マルコムＸ 荒　このみ
花嫁たちの深夜会議 赤川　次郎 河合栄治郎 松井　慎一郎
三毛猫ホームズの用心棒 赤川　次郎 再生 佐伯　泰英
俺、リフレ ヒキタ　クニオ オディールの騎士 茅田　砂胡
ズッコケ中年三人組ａｇｅ４４ 那須　正幹 いつか他人になる日 赤川　次郎
罪火 大門　剛明 死のスケジュール天城峠 西村　京太郎
ＴＲＩＰ　ＴＲＡＰ 金原　ひとみ
明日、アリゼの浜辺で 秦　建日子

「ねんきん定期便」活用法 首藤　由之
よくわかるＤＶ被害者への理解と支援 石井　朝子

中国　巨大国家の底流 興梠　一郎
社会派くんがゆく！疾風編 唐沢　俊一 やればできる 勝間　和代
公文書等の管理に関する法律 宇賀　克也 経済ニュースの裏を読め！ 三橋　貴明
必ずもめる相続の話 福田　真弓 科学者が「起業」で成功する方法 キャスリーン・アレン
会社法入門 前田　庸 不機嫌な女子社員とのつき合い方 北山　節子
世界経済の潮流２００９年２ 内閣府政策統括官室 事例でわかる中小企業のための労務管理Ｑ＆Ａ 企業法務実務研究会
関口知宏のファーストジャパニーズ 関口　知宏／旅人＆絵日記 女性の職業のすべて２０１１年版 女性の職業研究会
日経会社情報２０１０－１新春号 事例解説！知っておきたい雇用のルール 雇用管理改善研究会
はじめてでも簡単、必ずトクする青色申告 世界業界マップ2010 グローバル企業調査会

日本の路地を旅する 上原　善広 農業で儲けたいならこうしなさい有坪　民雄
職場のいじめとパワハラ防止のヒント 涌井　美和子
世界の子どもとケータイ・コミュニケーション モバイル社会研究所
盲導犬サフィー、命の代償 秋山　みつ子
和ごよみで楽しむ四季暮らし 岩崎　真美子 まごころの介護食 中山　れいこ
拉致2 蓮池　透

　　　　

日本日本日本日本のののの文学文学文学文学・・・・小説小説小説小説日本日本日本日本のののの文学文学文学文学・・・・小説小説小説小説

社会科学社会科学社会科学社会科学

文庫文庫文庫文庫・・・・新書新書新書新書

ビジネスコーナービジネスコーナービジネスコーナービジネスコーナーのののの本本本本

日本日本日本日本のののの文学文学文学文学・・・・小説小説小説小説 外国外国外国外国のののの小説小説小説小説

エッセイエッセイエッセイエッセイ

法情報棚法情報棚法情報棚法情報棚のののの本本本本

健康情報健康情報健康情報健康情報のののの本本本本

あたらしく入った本

1/1～1/25までに入ったおもな本の紹介です。ここに掲載してない本はﾎｰﾑﾍﾟ-ｼﾞからご覧になれます。
　(米子図書館トップメニュー内の“新着図書”をクリックでアクセスできます。)
貸出中の本には、図書館カウンター、ホンダスくん、米子市立図書館ホームページ、携帯電話から予約がで
きます。わからない事がありましたら、職員までお尋ねください。



来館を促す建築的魅力 日本図書館協会
朗読と著作権 定武　礼久
かーかん、はあい2 俵　万智
最新音楽著作権ビジネス 鹿毛　丈司
平凡パンチの時代 塩沢　幸登 忘却の整理学 / 外山　滋比古 著 /  筑摩書房

国家とアイデンティティを問う Ｃ．ダグラス・ラミス
忘却の整理学 外山　滋比古
セラピードッグの世界 大木　トオル
スローライフのために「しないこと」 辻　信一 ルナ＋ルナ 山本　容子
結局、女はキレイが勝ち。 勝間　和代 世界遺産ガイド自然遺産編２０１０改訂版 古田　陽久
関東大震災 工藤　美代子 ＩＳＡＭＵ　ＮＯＧＵＣＨＩ イサム・ノグチ日本財団

井沢元彦の戦乱の日本史 井沢　元彦 もっと知りたいカラヴァッジョ 宮下　規久朗
中国儒教社会に挑んだ女性たち 李　貞徳 根付を楽しむ 斎藤　美洲
南アフリカの歴史 ロバート・ロス 加藤和彦ラスト・メッセージ 加藤　和彦
ハリー・ポッターと私に舞い降りた奇跡 松岡　佑子 韓国ドラマで学ぶ朝鮮王朝の歴史

岩崎弥太郎不屈の生き方 武田　鏡村 あ～ぁ、楽天イーグルス 野村　克也
邱永漢の「予見力」 玉村　豊男 野人伝 岡野　雅行

フィギュアスケートを１００倍楽しく見る方法 荒川　静香
さすが！と言われるお祝い・お礼のスピーチ実例集 生島　ヒロシ

宇宙からの地球観測
動物と話せる女性ハイジ ハイジ
新庭に鳥を呼ぶ本 藤本　和典 知識が増える辞書引き術 深谷　圭助
しろくまピース１０年のおもいで 愛媛県立とべ動物園 こども論語塾その3 安岡　定子
検査のしくみ・検査値の読み方 西崎　泰弘 この人を見よ！歴史をつくった人びと伝23・24 プロジェクト新・偉人伝
インフルエンザ２１世紀 瀬名　秀明 わたしが冒険について語るなら 三浦　雄一郎
免疫力を高める生き方 新谷　弘実 七頭の盲導犬と歩んできた道 沢田　俊子
ビジュアル分解大図鑑 クリス・ウッドフォード ロシアのごはん 銀城　康子
間違いだらけのエコカー選び 徳大寺　有恒 地球が回っているって、ほんとう？ 布施　哲治
ホームページ・ビルダー１４スパテク１７５ 西　真由 鳥・虫・魚のふしぎ 小宮　輝之
ｉＰｏｄを２００倍楽しむ本 原子力の大研究 ＰＨＰ研究所
ウラニウム戦争 アミール・Ｄ．アクゼル 発酵食品の大研究 小泉　武夫
電池が一番わかる 京極　一樹 贈ってうれしいチョコレートスイーツ 宮沢　うらら
安くてうまい日本酒１８６選 地酒スペシャリストの会 「おおきな木」の贈りもの マイケル・グレイ・ボーガン

わたしの節約ノート 山本　ふみこ 森の工作図鑑ｖｏｌ．１ 岩藤　しおい
季節を彩る美しいつるし飾り・さがりもの 成美堂出版編集部 Ｑ＆Ａ式しらべる野球3 ベースボール・マガジン社

紀香バディ！2 ＶＯＣＥ編集部 ぼくたちはなく 内田　麟太郎
食堂かたつむりの料理 小川　糸 つづきの図書館 柏葉　幸子
ウー・ウェンの体をあたためるレシピ ウー　ウェン ウルルの森の物語 吉田　智子
男の手作り弁当 森野　熊八 卒業の歌 本田　有明
どこにもないホームベーカリーレシピ 竹内　久典 ゲゲゲの鬼太郎と妖怪ドライブ 水木　しげる
１日１分から！片づけ＆そうじのきほん 沢　智子 あまんきみこセレクション1～5 あまん　きみこ

ブンダバーのただいま～！ くぼしま　りお
ロンド国物語4 エミリー・ロッダ

じゅうりょくってなぞだ！ フランクリン　Ｍ．ブランリー ＮＥＷスパイダーウィック家の謎1 ホリー・ブラック
ハンバーグハンバーグ 武田　美穂 ぞうのはなはなぜながい ラドヤード・キプリング
こりすのはつなめ 浜田　広介
またまたぶたのたね 佐々木　マキ
じぶんの木 最上　一平 年中行事を五感で味わう 山下　柚実
おばあちゃんのえほうまき 野村　たかあき 夢を実現する技術 「学生キャリア新聞」編集部

うっかりもののまほうつかい エヴゲーニイ・シュワルツ トリマーになるには 井上　こみち
だじゃれ日本一周 長谷川　義史 世界文学全集 池沢　夏樹
コドリーロのおやつ ロベルト・アリアーガ 席を立たなかったクローデット フィリップ・フース
雪の結晶ノート マーク・カッシーノ 日本の神様 畑中　章宏
あいうえたいそう 木坂　涼 妖怪アパートの幽雅な食卓 香月　日輪
きみがいま アリスン・マギー 都会（まち）のトム＆ソーヤ　７－〔１〕 はやみね　かおる
まねっこでいいから 内田　麟太郎 ジャストインケース メグ・ローゾフ
たんぼのおばけタニシ 大木　淳一 遠野物語へようこそ 三浦　佑之
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絵本絵本絵本絵本

コンピューターを念頭におくと、創造的思
考がもっとも人間らしい活動であることは
明らかになるはずで、その独創の土壌に
なるのが忘却である…。忘却の重要性を
様々な角度から考える。１９８３年刊「思
考の整理学」の続編。


